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近年「コンテンツツーリズム」と呼ばれる観光現象が注目されているが、「ファンツーリズム」と呼ばれる観光

現象への関心も高まりつつある。前者は地域を主語とした観光であり、後者は人を主語とした観光であるとされ

るが、両者が交錯する状況も出現している。本研究では「ラブライブ！サンシャイン!!」を事例として「コンテ

ンツツーリズムの中のファンツーリズム」に着目する。作品の舞台となった沼津市を訪れたファンを対象にアン

ケートを行い、「作品のファン」と「作品と声優のファン」の別に分類して比較・検討したところ、「作品と声優

のファン」の方が多くの点で活発であるばかりではなく、地域への愛着度をも上回っていることが判明した。 
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１．研究の背景 

 近年、「コンテンツツーリズム(1)」と呼ばれる観光現

象が注目を集めている。コンテンツツーリズムとは、

小説・映画・ドラマ・漫画・アニメーション等の作品

（コンテンツ）に関連のある地域を訪れる形態の観光

（ツーリズム）と総称され、「地域に『コンテンツを通

じて醸成された地域固有の雰囲気・イメージ』として

の『物語性』『テーマ性』を付加し、その物語性を観光

資源として活用することである」とする定義が広く用

いられている 1)。目的地は「地域（場所）」であり、「コ

ンテンツによって意味が与えられた場所を実際に訪れ、

当該コンテンツを身体的に実感・経験 2)」しようとす

る行為としての旅行（観光行動）が特徴である。 

 さらに近年、「ファンツーリズム」と呼ばれる観光現

象にも注目が集まるようになっている。ファンツーリ

ズムとは、俳優やアイドル、声優などの人物（パーソ

ナリティ(2) ）を追いかける形でなされる観光（ツーリ

ズム）であり、「『代替性のない魅力をもつファン対象

者』である『人やグループ』を応援・愛好するファン

すなわち『人』を主語とした観光行動」と措定されて、

研究が進められている 3) 。アイドルグループの熱心な

ファンが全国で開催されるコンサートツアーに「参戦」

（参加）するために移動する現象は、その典型的な例

である。「憧れの対象を追うサーキット型のツーリズム

4)」も、同様の枠組みで理解することが可能である。フ

ァンツーリズムにおける目的地は「人物」であり、フ

ァンは人物を追いかける形で旅行（観光行動）を行う

ことが特徴である。コンテンツツーリズムとファンツ

ーリズムの特徴は、表－１のような形で対比出来る。 

 両者は相互に排他的なものではなく、同時に愛好出

来るものと考えられる。どちらが主であるかによって

「ファンツーリズムの中のコンテンツツーリズム」と

「コンテンツツーリズムの中のファンツーリズム」の

２つの類型に分けられる。前者は、まず俳優やアイド

表－１　コンテンツツーリズムとファンツーリズムの対比

ファンの愛好対象 旅行の形態 主な目的地 研究方法

コンテンツツーリズム 作品（コンテンツ）
お気に入りの作品に関連の
ある地域（場所）を旅行する

作品のロケ地・モデル地、
作品を扱った施設など

地域を主語
とした研究

ファンツーリズム 人物（パーソナリティ）
憧れの人物やグループを追
いかける形で旅行する

憧れの人物やグループが出
演するコンサート会場など

人を主語と
した研究
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ルの熱心なファンとなり、コンサート等に参戦するが、

好きな俳優やアイドルが出演する映画やドラマ等のフ

ァンにもなって、そのロケ地を訪れるようになる観光

行動である(3)。 

 後者は、まずコンテンツ作品の熱心なファンとなり、

そのロケ地やモデル地を訪れるが、出演している俳優

や声優のファンにもなって、その俳優や声優のコンサ

ートにも参戦するようになる観光行動である。 

 本研究では「コンテンツツーリズムの中のファンツ

ーリズム」に着目し、「ラブライブ！サンシャイン!! (4)」

を事例として採り上げる。同作品は静岡県沼津市が主

な舞台として設定されており、沼津には大勢のファン

が訪れている。しかし、作中のユニット「Aqours」を

演じる声優の人気もまた高く、声優のライブイベント

（コンサート）は全国各地で開催されるので、ファン

は好きな声優を追いかける形でコンサート会場を飛び

回ることになる。「作品のファンと声優のファンが交錯

する状況 5)」が出現しているのである。コンテンツツ

ーリズムの実践者のうち、「作品のファン」でコンテ

ンツツーリズムのみを行っているグループと、「作

品と声優のファン」でファンツーリズムも実践して

いるグループとの間では、行動の実態や意識の面で

どのような違いが見られるのであろうか。 

 そこで、本研究では沼津を訪れた「ラブライブ！サ

ンシャイン!!」ファンを対象とした調査を行い、

「Aqours」のライブイベントへの参加の有無によって

分けた場合にファンの観光行動や意識にどのような違

いがあるのかについて比較・検討を行う。 

 

２．アンケート調査の概要 

 沼津を訪れた「ラブライブ！サンシャイン!!」ファ

ンの行動の実態および意識の把握を目的として、沼津

駅前の「ＳＵＮ！ＳＵＮ！サンシャインＣａｆｅ」でアンケ

ート調査を行った。実施時期は2017年12月下旬で、設

定数350に達した時点で終了とした（3日間）。有効回答

は345で、設定数に対する有効回答率98.6％であった。 

 全体的な調査結果の概要は以下の通りである。 

 ファンは27都道府県と外国（台湾）から来ていた。

調査期間の短さを考えると驚異的で、ほぼ全国からの

来訪があると推測される。地域別では、静岡県内から

２割強（79名、22.9％）、首都圏４都県（東京・神奈川・

千葉・埼玉）から４割強（145名、42.0％）、他の地域

が３割５分（121名、35.1％）であった。 

 性別は男性が８割弱（271名、78.6％）、女性が２割

強（74名、21.4％）で、男性が多い。男性は、同性の

友達との来訪が最も多く、女性は異性の友達や交際相

手と一緒での来訪が多い（*** P<0.01）。大学生相当（18

～22歳）から20代の社会人が多く、30歳以下で８割弱

を占めている（268名、77.7％）。初訪問は３割強（110

名、31.9％）、複数回の訪問は７割弱（233名、67.5％）、

半分以上を占める３回以上訪問しているファン（190名、

55.1％）の平均訪問回数は10.7回とリピーターが多い

ことが分かった。 

 

３．ライブイベントへの参戦経験の有無による違い 

 本研究では、コンテンツツーリズムの中のファンツ

ーリズムの実態を把握するため、沼津を訪問した「ラ

ブライブ！サンシャイン!!」ファンのうち、「Aqours」

のライブイベントに参戦したことがある＝ファンツー

リズムの実践者であると回答したグループ（215名、

62.3％）と、行ったことがないと回答したグループ（127

名、36.8％）に分け（無回答であった3を除く）、両者

の間でどのような違いがあるのかについて確認した。 

 男女別では表－２にようになった。ライブイベント

への参戦経験ありのグループは男性の方が高かった。 

 年齢の分布は表－３のようになった。参戦経験あり

のグループは比較的高い年齢層が多く、経験なしは比

較的若い年齢層が多い。どこから訪問したかについて

は、参戦経験ありのグループは首都圏から（71名、

33.0％）が、経験なしのグループは静岡県内から（39

名、30.7％）が最も多くなっていて有意差が出ており

（*** P<0.01）、首都圏からは比較的年齢が高くてライ

ブイベントにも参戦経験のあるファンが、地元からは

若くて参戦経験のないファンが多い傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２　性別 （人、％）

187 87.0% 83 65.4%
28 13.0% 44 34.6%

215 100.0% 127 100.0%
*** P<0.01

表－３　年齢の分布 （人、％）

１．18歳未満 18 8.4% 27 21.3%
２．18～22歳 67 31.2% 45 35.4%
３．23～25歳 37 17.2% 16 12.6%
４．26～30歳 44 20.5% 12 9.4%
５．31～40歳 39 18.1% 16 12.6%
６．41歳以上 10 4.7% 11 8.7%
無回答 0 0.0% 0 0.0%
合計 215 100.0% 127 100.0%

*** P<0.01

男性
女性
合計

ライブ参戦経験あり なし

ライブ参戦経験あり なし
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 沼津の訪問回数は表－４のようになった。参戦経験

ありのグループは３回以上訪問している割合が最も多

く、経験なしのグループは初訪問の割合が最多となっ

ている。特に、参戦経験ありで３回以上訪問している

ファンの平均訪問回数は11.7回に達している。なお、

参戦経験ありのグループの「Aqours」のライブイベン

トへの平均参戦回数は3.4回であった。 

 何人で訪問したかは表－５のようになった。どちら

も２人での訪問が最も多いが、参戦経験ありのグルー

プは１人での訪問も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ラブライブ！サンシャイン!!」が自分にとってどの

ような作品であるかについては、表－６のようになっ

た。参戦経験ありのグループは６割近くが「ラブライ

ブ！サンシャイン!!」が一番好きな作品であると答え

ている。逆に、経験なしのグループは６割近くが一番

好きではなくお気に入りの作品の中の一つであると答

えた。ライブイベントに参戦するということは、好き

な声優あるいはグループがいるということが推測され

るが、その声優やグループが演じている作品は一番好

きな作品になる傾向にあることが示唆される。 

 

 

 

 

 

 

 

 コンテンツツーリズムの現場では、モデル地巡りを

サポートするアプリが活用されている。これを使用し

ているかどうかについては、表－７のようになった。

どちらも入れていない割合が最も高かったが、参戦経

験ありのグループの方が比較的活用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ネットでの情報発信を普段からしているかどうかに

ついては表－８、今回の沼津訪問をネット上に発信す

るかについては表－９にようになった。参戦経験あり

のグループは半数以上がほぼ毎日発信しており、今回

の沼津訪問をリアルタイムで発信している割合も４割

以上いる。参加経験がないグループの情報発信は少な

めで、行っていない割合も３割近くいる。 

 他の作品のモデル地にも訪問しているかどうかにつ

いて質問したところ、参戦経験ありのグループで他の

作品のモデル地を訪れたことがあると答えた人は６割

近くに達し（127名、59.1％）、経験なしのグループの

４割強（52名、40.9％）を上回った。参戦経験ありの

グループは、他の作品のモデル地への訪問も活発であ

る。具体的には「ガールズ＆パンツァー」「けいおん！」

「ハイスクールフリート」「らき☆すた」「あの日見た

花の名前を僕達はまだ知らない」が多かった。 

 アンケートでは、沼津の街に対する意識についても

質問した。沼津の街に愛着を持つようになったかどう

かについては表－10、沼津の街をふるさとと感じるよ

表－４　沼津の訪問回数 （人、％）

１．初めて訪問 41 19.1% 68 53.5%
２．２回目 29 13.5% 16 12.6%
３．３回目以上 145 67.4% 43 33.9%
無回答 0 0.0% 0 0.0%
合計 215 100.0% 127 100.0%

*** P<0.01

平均 2.5 回 1.8 回
3回以上の平均 11.7 回 7.7 回

表－５　何人で訪問したか （人、％）

ひとりで 60 27.9% 18 14.2%
２人で 90 41.9% 69 54.3%
３人以上で 65 30.2% 40 31.5%
無回答 0 0.0% 0 0.0%
合計 215 100.0% 127 100.0%

** P<0.05

ライブ参戦経験あり なし

ライブ参戦経験あり なし

表－６　自分にとってどのような作品か （人、％）

一番好きな作品 123 57.2% 46 36.2%
お気に入りの一つ 74 34.4% 73 57.5%
とりあえず見ている 5 2.3% 5 3.9%
その他 12 5.6% 1 0.8%
無回答 1 0.5% 2 1.6%
合計 215 100.0% 127 100.0%

*** P<0.01

ライブ参戦経験あり なし

表－７　モデル地巡りのアプリ （人、％）

大いに活用している 22 10.2% 8 6.3%
少し活用している 30 14.0% 8 6.3%
あまり活用していない 41 19.1% 15 11.8%
アプリを入れていない　 119 55.3% 92 72.4%
無回答 3 1.4% 4 3.1%
合計 215 100.0% 127 100.0%

** P<0.05

ライブ参戦経験あり なし

表－８　ネットで情報発信をしているか （人、％）

ほぼ毎日行っている 119 55.3% 45 35.4%
週１回以上 35 16.3% 20 15.7%
月１回以上 14 6.5% 3 2.4%
月１回未満 5 2.3% 2 1.6%
ほとんど行わない 24 11.2% 17 13.4%
行っていない 18 8.4% 36 28.3%
無回答 0 0.0% 4 3.1%
合計 215 100.0% 127 100.0%

** P<0.05

表－９　本日の沼津訪問を発信するか （人、％）

リアルタイムで発信中 92 42.8% 23 18.1%
後で発信するつもり 55 25.6% 28 22.0%
機会があれば発信 39 18.1% 24 18.9%
特に考えていない 29 13.5% 49 38.6%
無回答 0 0.0% 3 2.4%
合計 215 100.0% 127 100.0%

** P<0.05

ライブ参戦経験あり なし

ライブ参戦経験あり なし
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うになったかについては表－11のようになった。参戦

経験ありのグループは、沼津の街への愛着を強く抱く

ようになるばかりではなく、「第二のふるさと」とさえ

感じるようになっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめと今後の課題 

 「ラブライブ！サンシャイン!!」のファンに関して、

コンテンツツーリズムとファンツーリズムの実践者は、

ほとんど全ての質問項目で積極的かつ能動的な傾向が

見いだされた。好きな声優が演じている「ラブライブ！

サンシャイン!!」が一番好きな作品であり、繰り返し

沼津を訪問しており、沼津の街への愛着もより強い。

他の作品のモデル地も訪れることにも積極的であり、

情報発信も習慣的に行っていた。「コンテンツツーリズ

ムの中のファンツーリズム」の枠組みでは「作品のフ

ァン」と「声優のファン」は両立が可能であり、多く

の点で活発に活動していることが明らかになった。こ

の傾向が、他の作品や他のジャンルにも当てはまるの

かどうかを明らかにしていくことが今後の課題である。 

 また、コンテンツツーリズムとファンツーリズムの

関係については、A「作品のファン」、B「作品と人物の

ファン」、C「人物のファン」に分けることが出来る。

本発表では Aと Bの関係を調べたが、コンサート会場

などで Cと Bの関係も確認し、それぞれの実態を明ら

かにしていくことも今後の課題である。 

 

謝辞：本研究は、平成29年度「ふじのくに地域・大学コンソ

ーシアム」の助成を受けた成果の一部です。調査にあたって

は、ＳＵＮ！ＳＵＮ！サンシャインＣａｆｅの方々に大変お世話に

なりました。また沼津を訪問されたファンの皆様にも多大な

協力をいただきました。ここに感謝の意を申し上げます。 

 

【補注】 

(1) 「コンテンツツーリズム」は日本で考案された和製英語である。

類似の先行研究として、例えば映画にちなんだ観光を対象とし

た「フィルムツーリズム」に関する研究成果が挙げられる 6)。コン

テンツツーリズムは映画を含むコンテンツ全般を対象としている

ので、フィルムツーリズムを包含する概念であると考えられる。 

(2) 人物をコンテンツと見なすことも可能であるが、コンテンツとはも

ともと「情報の内容・情報の中身」を表す無形の成果物としての

知的財産を指すので、人物をコンテンツと見なす場合は、実体

としての人物より無形のパーソナリティ（タレント性）の方に着目

した方が適当であるように思われる。 

(3) 例えば、臺・韓・崔（2015）によると、ある俳優のファンが秋田を

訪れた理由は「たまたま秋田でロケが行われたから」に過ぎず、

「ほかの地域で撮影していたらその場所へ行った」であろうこと

を聴き取っており、人物の追いかけが「主」で場所が「従」のよう

なファンの観光行動が見いだされる 7)。 

(4) アスキー・メディアワークス、ランティス、サンライズの3社による

「ラブライブ！シリーズ」の第２作で、TVアニメーション、声優の

ライブイベント、小説、ゲームなど、多方面に展開している。 
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表－10　沼津に愛着を持つようになったか （人、％）

とてもそう思う 131 60.9% 50
まあまあ思う 63 29.3% 46
普通 19 8.8% 21
あまり思わない 1 0.5% 1
全く思わない 0 0.0% 1
無回答 1 0.5% 8
合計 215 100.0% 127

** P<0.05

表－11　ふるさとと感じるようになったか （人、％）

とてもそう思う 80 37.2% 32
まあまあ思う 65 30.2% 26
普通 55 25.6% 42
あまり思わない 9 4.2% 11
全く思わない 5 2.3% 8
無回答 1 0.5% 8
合計 215 100.0% 127

** P<0.05
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